
第４次千代田区男女平等推進行動計画（骨子案）に対するご意見と区の考え方

番号
在勤等
の別

意見の要旨 区の考え方

提言その①
(1)開かれたジェンダー社会
男女参画とはいえ、参画関連の催しは女性がほとんどで女性側の男性への過度の防衛
意識とか性差に男性側には過度の無関心や女性に対する偏見等がかなりあり、男女相
互が同じ場所で協力して話し合うまでは至っていないのが現状で、男女の相互交流をは
かるべき。

提言その①
(1)
計画の実施にあたってのご意見と受け止め、今後の参考にさせていただ
きます。

(2)女性に配慮した社会の実現
JR,鉄道各社の「女性専用車両」に見るまでもなく、男性側の痴漢行為はネット等でも巧妙
化し、背景にある日本のストレス社会もその一因と考えられ、メディアの女性蔑視した様な
過度の性的表現、商品化は「メディアレイプ」として女性への潜在的脅かしになり、DV等性
暴力へとつながっていると思う。男性中心の自由なメディア表現も再考すべきである。

(2)
計画の実施にあたってのご意見と受け止め、今後の参考にさせていただ
きます。

提言その②＜目標１の数値目標＞
男女共同参画関連の講座等の募集人数に対する受講率:  69.6%
→　募集人数が20人なのか50人なのか?
【現実的対応】
本来50人募集すべきを20人しか募集せず19人を目標としているのでは?
男性と女性、性別毎に公募

提言その②
実施する講座・講習会を有効に活用するため、受講率の向上を目標設定
しました。開催した講座・講習会などが直前のキャンセルなどにより定数
割れで実施することがしばしばあり、こうしたことを改善することを目標に
しました。
なお、目的によっては、「女性のみ」または「男性のみ」を対象とした講座
を実施しています。

DVの相談＜目標２の数値目標＞
女性　47.6%、男性 19.2%
→調査対象が、男525人　女性423人で何人が相談?
【現実的対応】
相談しないでも、身内で解決できた例もあり、5～10人の相談者を増やすのは建設的でな
いと思う。社会環境の改善。

平成２２年度の区民世論調査で、DVを受けた人のうち、女性で５割以上、
男性で８割以上の人が、身近な人も含めてだれにも相談していないという
結果となり、それを受けて目標値を設定しました。
第３者に相談することで、深刻な事態になる前に専門の相談機関や警察
等につながり易くなることで、DV被害者が１人でも少なくなることが重要と
考えています。

審議会の女性委員＜目標３の数値目標＞
現状各組織に何人いるのか?
【現実的対応】
各組織にまず最低人数の女性の採用を義務づける。

計画の実施にあたってのご意見と受け止め、今後の参考にさせていただ
きます。
なお、審議会等の具体的な人数等についてはお問い合わせください。

中小企業＜目標４の数値目標＞
従業員何人位の企業を目標としているのか?女性の比率は?　54社から200社にする具体
的根拠は?
【現実的対応】
・採用企業の広報等での積極的アピール
・女性社員が5人しかいないところと助成拡大は、単なる数字合わせだと思う。

中小企業法に定める区内の中小企業数は2万社程あります。目標の200
社は１%程度になります。
計画を推進するにあたり、目標達成に向けて積極的に働きかけをする予
定です。

１ その他

２ その他
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提言その③　あいまいな表現から具体的表現へ
【目標２】
関連部署、関係機関→具体的に
配偶者暴力相談支援センター機能?→相談センターは独立してあるか?　関係機関・関連
部署との整合性は?
相談体制→電話対応だけ?スタッフ人数は?

提言その③
【目標２】
「配偶者暴力相談支援センター」は必ずしも特定の独立した施設を必要と
していません。千代田区にふさわしい、配偶者暴力相談支援センターの
設置の方法を検討することを目指しています。

【目標５】
関係部署、関連部署→具体的に
虐待関連部署→虐待関連部署と関連する部署、関係部署と違うのか?

①関係・関連が市役所内なのか、外部の警察等公的機関なのかあいまいなのは何故か?
仕事がたらい回しや、重複したりするケースも考えられる。
②関係と関連は具体的にどう違うのか?
ex. 女性関係、女性関連

【目標５】
用語の使用に統一性が欠けていました。
「関係部署」、「関係機関」に統一し、「関連部署」、「関連機関」を使用しな
いようにします。
「関係部署」は区役所内の関係のある各部課を指しています。
「関係機関」は、東京都、警察などの千代田区役所以外の関係のある公
的機関を指しています。
計画書では、具体的な部署名、機関名の記載は予定していません。

３ その他


